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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、2026年 2月 3日開催の取締役会において、以下のとおり、2025年 11月 10日に公表しました

2026年 3月期の業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

１． 当期の連結業績予想数値の修正 

（１）2026年 3月期連結業績予想（2025年 4月 1日～2026年 3月 31日） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する当期

純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 544,300 ▲10,500 ▲7,400 18,500 89.15 

今回修正予想（Ｂ） 552,700 ▲7,200 ▲2,300 22,500 108.86 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 8,400 3,300 5,100 4,000 

増 減 率（ ％ ） 1.5 ― ― 21.6 

（参考）前期連結実績 

（2025 年 3 月期） 
550,761 18,293 25,180 ▲20,134 ▲95.74

（参考）セグメント別業績予想 

事業セグメント 

調整額 

連結損益 

計算書 

計上額 

メディア・

コンテンツ 

事業 

都市開発 

・観光

事業

その他 

事業 

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

前回発表予想 339,800 196,600 25,200 ▲17,300 544,300 

売 上 高 今回修正予想 344,800 201,200 25,900 ▲19,200 552,700 

増 減 額 5,000 4,600 700 ▲1,900 8,400 

前回発表予想 ▲29,600 22,400 800 ▲4,100 ▲10,500

営業利益 今回修正予想 ▲27,400 23,600 1,300 ▲4,700 ▲7,200

増 減 額 2,200 1,200 500 ▲600 3,300 
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（２）修正の理由 

2026年 3月期第 3四半期までの連結業績につきましては、㈱フジテレビジョン（以下「フジテレ

ビ」）において、同社の事案の影響により地上波テレビ広告収入が上期を中心に落ち込み、営業損失

を計上したことから、連結全体としても営業損失を計上する結果となりました。 

一方、通期の連結業績予想につきましては、フジテレビにおいて地上波テレビ広告収入の回復が

進んでおります。また、メディア・コンテンツ事業における他の連結子会社につきましても、概ね

堅調に推移しております。 

さらに、都市開発・観光事業では、物件売却および分譲マンション販売が好調に推移するととも

に、旺盛なインバウンド需要を背景にホテル稼働も高水準で推移しており、当初想定を上回る業績

進捗となっております。 

これらの状況を踏まえ、連結全体として売上高、営業利益、経常利益および親会社株主に帰属す

る当期純利益はいずれも前回予想値を上回る見通しとなったことから、通期の連結業績予想を上記

のとおり修正いたしました。 

（参考）フジテレビの地上波テレビ広告収入の 2026年 3月期通期見込(単位：百万円) 

2026年 3月期 

前回予想 

2026年 3月期 

修正予想 
増減額 

ネットタイム 32,750 33,400 650 

ローカルタイム 5,750 6,000 250 

スポット 40,000 43,100 3,100 

合計 78,500 82,500 4,000 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想と異なる結果となる可能性があります。

以 上 


